
教育改革・DX・GX推進対策特別委員会
令和８年（2026年）５月25日（月）
教 育 委 員 会 事 務 局 高 校 教 育 課

県立高校生の学びに関する取組について
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県立高校生の学びに関する取組について

本県教育の取組の視点

等

魅力ある県立高等学校づくりの推進

これからの滋賀の県立高等学校の在り方に
関する基本方針や滋賀の県立高等学校魅力
化プラン、各学校のスクール・ミッション等に
基づき、生徒の多様なニーズに応える魅力と
活力ある学校づくりに取り組む。

令和8年度の重点的な取組

普通科・専門学科の
魅力化・特色化

地域・社会
との連携

グローバル
人材の育成

主な施策

企業や高等教育機関と連携し、
新たな価値を創造し課題解決
の道を切り拓けるイノベー
ション人材を育成

▶ Shiga STEAM × 探究プロジェクト

地域とつながり、産業人材や起業
家精神を育成

▶ シン・マイスター・ハイスクール

▶ 高校版ＤＭＯ・観光ビジネスプロジェクト

▶ しが未来クラフトプロジェクト

世界に羽ばたき、グローバルに
活躍できる人材の育成

▶ トビタテ！留学JAPANアライアンス事業

▶ 国際バカロレア推進事業

新時代を見据えた「主体的・対話的
で深い学び」のアップデート

▶ 学びの最適化・高度化推進拠点形成事業

県立高等学校の魅力化推進

▶ 「北の近江振興」高校魅力化推進
プロジェクト事業

▶ 多様な学び重点カリキュラム研究
開発事業

▶ 高校魅力化チャレンジ事業

新

新
新

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課

①未来社会を見据えた学習者主
体の人づくり

②多様化する子どもたちの状況
に対応し、誰一人取り残され
ない学び

③高等学校段階の充実した学び

●各県立高等学校の魅力化の推進

●産業教育の充実

●キャリア教育、起業家教育

（アントレプレナーシップ教育）の推進

●地域との連携の推進

●高等教育機関との連携の推進

●企業等との連携

❖子どもたちの生きる力を育む高等学校づくり
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令和８年度当初予算額 18,720千円（㊀）/ （令和７年度当初予算額 19,000千円（㊀））

１ 事業目的
北部地域の高等学校で学ぶ生徒が、北部ならではの地域資源を活用した探究的な学びや地域と連携した学びを深めることにより、
北部振興について考えるとともに、課題解決に必要な資質を養成し、北部振興に寄与する人材の育成を図る。

4

1

主な発信・
展開イメー

ジ

２ 事業概要・スキーム

探究的な学びの推進

展開
イメージ

・地域の課題や魅力の発見、研究
・課題解決に必要な資質を養成

・発見した課題や魅力の発信、共有
・学校の枠を超えたつながりの創出

高校生サミット
（情報発信）

地域への波及

・学校に対する地域の理解を得る
・中学生や保護者からの関心を喚起

北部地域の
高校の魅力向上

１．北部地域の高校における探究的な学びの推進（14,320千円）

【内容】北部ならではの地域資源を活用した学びの実施や地域への情報発信
・地域の企業や団体等、地域の方々と連携し、地域の特色を生かした、
より実践的な課題研究や学び。

・外部講師による講義や、大学等の外部機関との連携授業。
・地域に向けた積極的な広報活動。

【事業実施校（9校）】
長浜市：長浜北高校、虎姫高校、伊香高校、長浜農業高校、長浜北星高校
高島市：高島高校、安曇川高校
米原市：伊吹高校、米原高校

「北の近江振興」高校魅力化推進プロジェクト事業 教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
魅力ある高校づくり推進室

２．「北の近江振興」高校生サミットの開催（4,400千円） ※委託料

【内容】北部地域の高校生が、地域の魅力や課題などについて考えた提言等を発表・共有し、
学校の枠を超えてつながり、共に考える場を創出する。

【R7実施内容】

【契約方法】公募型プロポーザル

開催日：令和8年2月11日（水・祝）
場所：米原市民交流プラザ・ルッチプラザ

参加人数：高校生44人、一般来場者146人、来賓等12人、引率教員等20人
内容：課題研究活動の成果発表、パネルディスカッション
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多様な学び重点カリキュラム研究開発事業
生徒一人ひとりの学習ニーズに応える学びを充実し、「自分らしく生きる力」を育む

令和８年度当初予算額 3,584千円（繰） /

１□事業目的 生徒の多様な学習ニーズに応じた学びの機会を確保するため、特別支援教育の充実、生徒の興味・関心や進路希望に応じた
選択科目の整備や学科・コース再編の検討を進める。

□□□
（１）通常の授業時間の中での通級指導

実施の研究

選択授業や習熟度別授業のような形で、通級によ
る指導を授業時間内に取り入れられるよう研究する。

（２）生徒・教員に対する特別支援教育の理解・
啓発活動の実施

・特別支援教育の持続的な実施を可能とする
ため、外部講師による教員向け研修を行う。

・ソーシャルスキルトレーニング講座など、
特別支援教育に必要な特別講座を実施する。

（３）学校設定科目の研究

「国語基礎」「理科演習」「英語コミュニケー
ション基礎」など、中学校の学習内容の学び直し
について、カリキュラムの改編も視野に入れ、生
徒に合った学習を研究する。

1 実態把握

生徒の状況や課題を整
理し、ニーズを把握

2 研究・研修

カリキュラム研究や
教員研修を実施

3 特別授業の実践

特別授業や個別・少人
数支援で学びを実践

4 校内体制整備

校内の支援体制を整
え、継続的に実施

（５）日本語指導を必要とする外国人生徒等
への指導・支援に関する研究

学校における日本語指導の現状および外国人生徒
等の実態を把握し、効果的な学習指導および支援の
在り方について検討する。併せて、成果の蓄積およ
び校内外での情報共有を可能とする体制の構築を図
る。

（４）多様な選択科目の設置

イラストやスポーツなど、特定の分野に興味を持
つ生徒が、自身の興味に沿った学びを選択し、将来
の進路選択の幅が広げられるよう、学科改編やコー
ス設置等を視野に入れた検討を行う。

（６）教員の日本語指導に関する知識および
技能の向上

持続可能な日本語指導体制を確立するため、外
部講師を活用した教員研修等を実施し、教員の専
門性向上を図る。

２ 事業概要・スキーム 事業実施校は、ニーズに合わせて以下のいずれかの取組を行い、その成果について評価を行う

各学校における取り組みの流れ

令和７年度当初予算額 1,969千円（繰）

誰一人取り残さない、
多様で柔軟な学びへ

●令和8年度実施校（13校）

堅田、北大津、草津、野洲
石部、水口東、八幡、彦根東
河瀬、長浜北星
大津清陵馬場分校、信楽、愛知

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
魅力ある高校づくり推進室
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高校魅力化チャレンジ事業
高校の自由な発想と生徒の声を生かし、県内モデルとなる魅力化の取組を事業化

所管

１ 事業目的

各高校が魅力化の取組を一層推進していくため、学校が自由な発想でチャレンジしようとする取組を
応援することにより、県内のモデルとなる新たな魅力化事業を創出し、県内の高校へ波及させる。

学校の独自性 × 地域・企業連携

学校発・生徒発のチャレンジから、

魅力ある学校づくりへ

期待される効果

1 学校独自の魅力化
の推進

2 生徒の主体性・探
究心の向上

3 地域や関係機関と
の連携強化

4 県内モデルとして
横展開

高校の挑戦を応援し、生徒が主体的に学び、地域とともに未来をつくる魅力ある学校へ！

令和８年度当初予算額 7,609千円（繰） / 令和７年度当初予算額 4,000千円（繰）

２ 事業概要・スキーム

1

地域リーダー育成

八日市高校

・地域活性化に向けて高校生
ができることを考える。

・専門的な研修・実践の場を
充実させ、リーダーとして
必要な素養を学ぶ。

・地域のリーダーとなる人材
を育成する。

3

スポーツによる地域との交流

草津東高校

・「草東スポーツの日（仮称）」
を設定し、体育施設を活用し地
域に開く

・地域住民と体育科生徒が
スポーツを通して交流を深める

・大学、企業と連携し、健康につ
いて考える

【主な取組予定】
○幼児との交流
アルティメット
サッカー など

○高齢者との交流
グランドゴルフ
ボッチャ など

4

地域貢献・地域交流

守山北高校

・地域をフィールドとし
た探究的な学びの充実

・企業と連携したインター
ンシップの導入

・地域とともにある学校づ
くりの推進

【主な取組】
○地域イベントへの参加
○地域の子どもの活動補助 など

2
インクルーシブな起業体験

愛知高校・愛知高等養護学校

・高校×高等養護学校×
地元企業が連携

・「株式会社ECHI」によ
る起業体験

・コース横断型選択科目

群の導入

【主な取組】
○地元イベントでの商品開
発（企画から販売まで）

○学校設定科目「起業プロ
ジェクトⅠ,Ⅱ」の開設

□

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
魅力ある高校づくり推進室
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トビタテ！留学JAPANアライアンス事業

令和８年度当初予算額 26,026千円（繰6,008 国1,200 ㊀18,818） ／ 令和７年度当初予算額 34,152千円（繰16,652 諸17,500）

県内の高等学校等に在籍する生徒を対象に、探究活動を伴う海外留学を支援することによって、「グローバルな視点を持って

地域や社会の課題解決に貢献する人材」を育成するとともに、留学成果を社会に還元し、高校生等の留学機運を醸成する。

１ 事業目的

(1) 事業実施主体：滋賀留学支援コンソーシアム

会長 滋賀県知事

副会長 滋賀県教育委員会教育長

理事 滋賀県商工会議所連合会長

理事 滋賀経済産業協会長

理事 環びわ湖大学・地域コンソーシアム理事長

理事 滋賀県国際協会長

理事 滋賀県高等学校長協会長

理事 滋賀県私立中学高等学校連合会会長

２ 事業概要・スキーム

県内産学官で構成された滋賀留学支援コンソーシアムによる「未来を描け！滋賀の海外留学応援プログラム」を通じて、海外留学に必要な経費の一部を支給するとともに、
留学経験の質を高めるため、留学前後のオリエンテーションおよび成果報告の場を提供する。

募集人数

50人/年 12～92日

留学日数

アジア その他

30万円 50万円

返済不要の留学支援金

プログラムの流れ

(2) プログラム内容

探究コース

社会課題探究コース

ＳＴＥＡＭ探究コース

スポーツ・芸術探究コース

ＭＬＧｓ探究コース

【新】ものづくり産業探究コース

【新】農業・森林産業探究コース

【新】滋賀と世界をつなぐマイ探究コース

① 生徒募集（～3月）

② 選考（3～5月）

③ 壮行会・事前オリエンテーション（6月）

④ 留学（8～10月）

⑤ 事後オリエンテーション（11月）

⑥ 成果報告会（12月）

滋賀の課題解決を

世界で学ぶ □ 生徒の成長

留学での学びを滋賀へ

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課

※R6・7年度の実績

94名

派遣人数

派遣国数

23か国
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１ 事業目的

２ 事業概要・スキーム

〇国際バカロレアは、国際バカロレア機構が提供する国際的な教育プログラム。

〇課題論文、批判的思考の探究等の特色的なカリキュラム、双方向・協働型授業により、グローバル化に対応した素養・能力を育成。

〇高校レベルのディプロマ・プログラム（DP)では、国際的に通用する大学入学資格（IB資格）が取得可能。

〇国際バカロレアにおいては、授業・試験は原則として、英語、フランス語またはスペイン語で行う必要があるが、日本語DPでは一部
の科目を日本語で実施可能。ただし、ＤＰカリキュラムの６科目中２科目は英語等で履修することが必要。

〇平成31年３月に県立虎姫高等学校が国際バカロレア校として認定され、令和２年４月に第１期生が入学。

TOK「知の理論」、CAS「創造・活
動・奉仕」、EE 「課題論文」は、探
究型学習と全人的教育を強調する
国際バカロレア教育の大きな特徴。

「英語」と「環境システムと社会」
は英語で学習。

コース期間は約２年。

国際バカロレアの学習者像 虎姫高校の日本語ＤＰモデル 卒業生の主な進路

探究する人

知識のある人

考える人

コミュニケーションができる人

信念をもつ人

心を開く人

思いやりのある人

挑戦する人

バランスのとれた人

振り返りができる人

海外大学進学

・ブリティッシュコロンビア
大学（カナダ）

・モナッシュ大学（マレーシ
ア）

国内大学進学

・大阪公立大学
・九州大学
・上智大学
・国際基督大学

など

文学

英語

環境シス
テムと社会

化学

数学

歴史・生
物・物理

令和８年度当初予算額11,681千円（㊀） ／ 令和７年度当初予算額11,742千円（㊀）

国際バカロレア日本語ＤＰとは

国際バカロレア推進事業

国際バカロレアにおける「日本語によるデュアルランゲージ・ディプロマ・プログラム」（日本語ＤＰ）について、認定校である
県立虎姫高等学校での円滑な実施を推進する。

コア科目
TOK

CAS EE

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
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１ 事業目的

２ 事業概要・スキーム

■「多様な学び重点校」と「高大連携重点校」から、20校程度を研究拠点校に指定し、次期学習指導要領改訂を見据え、
「個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実」や「探究的な学び」など、授業改善を進める。こうした取組により、こ
れまで推進、発展、拡充してきた「主体的・対話的で深い学び」をアップデートし、すべての生徒にこれからの時代に求
められる資質・能力を身に付けさせる。

令和８年度当初予算額 5,511千円（寄500 ㊀5,011）/令和７年度当初予算額 5,669千円（寄500 ㊀5,169）

■公開授業の実施
積極的に校外向け公開授業を行
い、授業改善の取組を共有する。

■学びの最適化・高度化推進

セミナーの実施
研究主任の資質・能力向上のため、
学識経験者等による助言を受け
る。また、拠点校の研究成果を共
有する。

拠点校の好事例を共有
研究成果を全学校へ波及

社会への積極的発信
研究成果を全県へ普及

■高校生による【しが】学びの
祭典の実施
県内の高等学校等の生徒がお
互いの探究的な学習の成果に
刺激を受け、学問的探究心を高
める機会を設けるとともに、生
徒の学びの成果を県内に幅広
く発信する。

新時代を見据えた「主体的・対話的で深い学び」のアップデート
推
進
発
展
拡
充

2022
~2024

2019
~2021

2016
~2018

高大連携

重点校

拠点校多様な学び

重点校

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
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文理の枠を超えた教科等横断的な視点をもち、「問題発見・解決能力」・「言語能力」・「情報活用能力」を身に付け、新たな価値を創造し課題解決の道
を切り拓くイノベーション人材＊を育成する。

＊イノベーション人材…起業家精神（チャレンジ精神、創造性、探究心等）や起業家的資質・能力（情報収集・分析力、判断力、リーダーシップ、コミュニケーション力等）を有する人材

Shiga STEAM × 探究プロジェクト

２ 事業概要・スキーム 企業や高等教育機関等と連携・協働しながら、総合的な探究の時間や理数探究等の取組を中心に、STEAM教育の特性を生かし、実社会の問題
を発見し解決策を考えることを通じた探究的な活動を充実させる。

■PLIJ＊主催イベントなど
への参加
＊学びのイノベーション・プラットフォーム

■大学教授や企業関係者
などの特別講座

■大学、企業、県の施設
などへの訪問

■先進的取組校への視察

■スクール・ポリシーと結
びついたカリキュラム・
マネジメントの実施

■STEAM教育の特性を生かした
探究活動の充実（各教科、
総合的な探究の
時間など）

■大学関係者、企業関係者
からの研究指導

■データサイエンスを活用
した探究の推進

■共通教科「理数」開設に
向けての研究

■大学や企業との共同研究、
県施設を利用した研究

■【しが】学びの祭典への
参加・発表

■PLIJ主催イベントへの出展
■高校生出前授業など近隣の
小中学校等との連携

■研究成果（実践事例等）
の普及

…Science …Technology …Engineering …Liberal Arts
新たな価値
を創造する
イノベーション
人材の
育成

…Mathematics

教科等横断的な学習 連携体制

研
究
指
定
校
を
中
心
と
し
た
取
組

令和8年度当初予算額 4,246千円（国1,995 ㊀２，２５１） / 令和７年度当初予算額 －

１ 事 業 目 的

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課

令和８年：膳所、彦根東
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しが未来クラフトプロジェクト
令和８～10年度 産業教育高校のキャリア教育推進事業

１ 事業目的

滋賀県の観光産業を軸に、農業・工業・商業・家庭
・福祉の専門学科が連携した学びをとおして、地域
課題の解決に貢献できる産業人材を育成する。

〇観光クラフトPBLプロジェクト
・ 観光を軸とした専門分野の地域課題解決

型学習を活かした取組
・ アントレプレナーシップ教育や知財教育
・ 分野融合による地域起業体験・商品開発・

観光事業等

◆連携コーディネーターの配置
◆地域連携コンソーシアムの設立
◇横の連携「分野融合型PBL＆地域連携」の取組

※ Project-Based Learning 課題解決型学習

２年目

３年目

〇ハイキャリア育成プロジェクト
・ 産業界との連携による「ハイキャリア・インターンシップ」
・ 各専門学科の学びに応じた資格取得講座や検定支援
・ 外部講師との連携による集中講座、実技訓練等

〇滋賀の教育資源活用プロジェクト
・ 産業界と協働して、滋賀の財産に最新技術を活用し

ながら専門的な学びを深める取組
・ 県立高等学校産業教育設備整理事業で整備した機

器を活用して、最新技術の学びを深める取組を実施

〇地域発信・学校魅力広報プロジェクト
・ 小中学生や地域住民に向けて、各専門学科

の魅力を伝える広報活動等
・ 各種コンテスト等への応募
・ 「ここ滋賀」や「しが学びの祭典」、各校の体

験入学や研究発表会等で学習成果を発表

大学等

金融
機関

県の関係
知事部局

地域
産業界

地域
自治体

産業教育高校16校
（専門学科・総合学科）

各校の連携コーディネーターが
関係機関と学校をつなぎ、取組をサポート

◆連携コーディネーターの配置
◆地域連携コンソーシアムの設立
◇コア校・ベース校体制
◇縦横融合の連携
「分野融合型PBL＆地域連携」の取組

◇取組を広く発表◆連携コーディネーターの配置
◆地域連携コンソーシアムの設立
◇コア校・ベース校体制

◇縦の連携
「分野融合型PBL＆地域連携」の取組

令和８年度当初予算額 8,464千円（国3,933 ㊀4,531）/令和７年度当初予算額 －

２ 事業概要・スキーム

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
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シン・マイスター・ハイスクール ～地域創生への挑戦 ～

非認知能力の
データ化

STEP2

データ分析

STEP3

客観的思考と
メタ認知の育成

STEP4
カリキュラム
マネジメントの
ＰＤＣＡ基準

「やり抜く力」
「勤勉性」
「自制心」
「自己効力感」

個人カルテの
作成と生徒へ
のフィード
バック

育成を目指す人材像 ～ものづくりを通して持続可能な社会の創り手の育成～

絶えず革新し続ける最先端技術と滋賀の風土が培ってきた伝統技術等の技と心を生かし、専門高校（彦根工業高等
学校）、地域産業界（彦根商工会議所）、地域（彦根市）が一体・同期化し共創することにより、地域を活性化さ
せ自律的で持続的な未来社会を創生できる産業人財の輩出を目指す。

１ 高い倫理観を持ち、地域の産業を支えられる人材

２ 高い技術力を持ち、ものづくりの現場でリーダー
シップをとりイノベーションを起こせる人材

地域への愛着と地域の発展と活性化に貢献したいという
強い意志をもつ人材
地域の将来を支えグローバルに活躍できるイノベーティブな人材

育成する資質・能力
人間力（やり抜く力、勤勉性、

自制心、自己効力感 等）
技術革新に対応する専門的スキル
変化をチャンスに転換する力

具体的な取組
近江マイスター（１年） カンパニー制の充実
ブラッシュアップ実習･英語（2年）
プログレス実習･英語（3年）

非認知能力と認知能力の
データ分析
海外留学制度の構築長期インターンシップ（2年）

地域産業界
彦根商工会議所
地域産業界

彦根商工会議所

滋賀県立大学、滋賀大学、
ミシガン州立大学連合日本センター

滋賀県教育委員会滋賀県教育委員会

彦根工業高校

STEP1

経年変化の蓄積

人間力の向上を目指して
～日本社会に根差したウェルビーイングの向上～

連携機関

３

４

１

２

4

5

３ 6

令和８年度当初予算額 4,604千円(寄2,060 ㊀2,544)／令和７年度当初予算額 3,808千円(寄1,234 ㊀2,574)

2 事業概要・スキーム

１ 事業目的

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
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高校版ＤＭＯ・観光ビジネスプロジェクト

１ 事業目的
・新たな観光資源の発掘、観光資源の魅力の増進および情報の発信等、観光ビジネ
スを推進する。
・観光ビジネスを通して観光産業と地域、行政、学校との連携を図りることで地域
への愛着と誇りを醸成し、地域経済を担う人材を育成する。
・創業に関する意識を啓発する「アントレプレナーシップ教育」の推進を図る。

ＭＬＧｓ
ツーリズム・商品開発

ここ滋賀
ビジネス教育

課題
・定住人口の減少と高齢化が深刻となっていく中、地域の経済、交通、文化、コミュニティの維持・発展のた
めには交流人口の増加は不可欠であり、観光消費額を増加させ、地域経済を活性化する。
ためのさらなる取組が求められる。

・商業科新課程科目「観光ビジネス」において、地域の活性化を担う観光ビジネスを展開する資質・能力の育
成が求められる。
・地域経済を担う人材育成および地域（商店街）の活性化に向けて、創業に関する意識の啓発が必要となる。

「住んでよし 訪れてよし」の持続可能な観光地域（まち）づくりの推進

観光地域づくり法人（高校版ＤＭＯ）
「観光ビジネス推進協議会」

３年 「住んでよし、訪れてよし、シガリズム

～持続可能な観光地域づくり～」実習
総合ビジネス科

科目「観光ビジネス（Ⅰ類）」
「課題研究 ビジネスインキュベーション講座」等

情報システム科
科目「課題研究 ソフトウェア活用」等

ユニバーサル
ツーリズム

思いやり（介護）旅行プランを計
画・実施。普段、一人でお出かけ
できない高齢者を対象とした交流
旅行を企画・実施。

ウェルネス
ツーリズム

商店街で食材を購入し、商店街に
ある古民家でオリジナル弁当を調
理し飲食する「地産地消ツアー」
を企画・実施。

スポーツ
ツーリズム

スポーツフェスティバル！ 子ど
もからお年寄りまで 食べて・遊
んで・リフレッシュ イベントを
企画・実施する。（瀬田工業高
校・大津高校との連携事業含む）

ここ滋賀での販売実習およ
び滋賀のＰＲ活動を企画・
実施

琵琶湖（自然）を活用した
エコツーリズムの推進。
地域ガイドの育成や観光ア
プリの開発。
自然観光資源を活用したプ
ログラム開発。

２年 地域の魅力を発信
課題解決ビジネスプランの提案

科目「課題研究」

１年 地域探究フィールドワーク

地域の魅力・課題を発見
科目「ビジネス基礎」「情報処理」

協働

大津商業高校

びわこビジターズビューロー
（地域連携ＤＭＯ）

大津市地域企業

観光ビジネスインターンシップ

課題研究発表会 （学びの祭典 等）

メタバース
ツーリズム

ＩＣＴ技術を活用し３Ｄ仮
想空間における観光ツアー
を企画・実施

２ 事業概要・スキーム

「ビワイチ」を始め、地域の価
値ある資源を活かし、「シガリ
ズム」として推進金融機関

日本政策金融公庫 等

関係団体
滋賀県産業支援プラザ
滋賀経済産業協会
商工会議所
商店街連盟 等

上級学校
大学、短期大学
専門学校 等

県教育
委員会

ビジネスリーダーとなり、地域に新しい風を吹き込む人材を育成

カリキュラムイメージ

令和８年度当初予算額 1,345千円（繰） ／ 令和７年度当初予算額 1,345千円（繰）

教 育 委 員 会 事 務 局
高 校 教 育 課
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県内高等学校等配置図 （令和８年度） 
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